
避難情報について
５段階の警戒レベルと防災気象情報

避難先は小中学校・公共施設だけではありません。
安全な親戚・知人宅に避難することも考えてみましょう。

避難とは難を避けること、つまり安全を確保することです。
安全な場所にいる人は、避難する必要はありません。

警戒レベル 5はすでに災害が発生している状況です。

・すでに安全な避難ができず、
命が危険な状況。今いる場所
よりも安全な場所へ直ちに移
動する。
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＜警戒レベル4までに必ず避難！＞
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・台風など暴風が予想される場
合は、暴風が吹き始める前に
避難を完了しておく。

危険な場所から全員避難

・高齢者以外の人も必要に応
じ、普段の行動を見合わせ始
めたり、避難準備や自主的に
避難する。

危険な場所から高齢者等は避難

・ハザードマップ等により、自
宅等の災害リスクを確認する
とともに、避難情報の把握手
段を再度確認する。

自らの避難行動の確認

災害への心構えを高める
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警戒レベル 3で〈高齢者などは避難〉、
警戒レベル 4で〈全員避難〉です。

危険な場所から

例外

はい

はい

避難行動判定フロー

安全な場所に住んでいて身を寄せられる親戚や知人がいる場合は、
日頃から万が一の避難について相談しておきましょう。

避難のタイミング

STEP 1
防災マップで自宅の場所を確認し、
印をつけてみましょう。

STEP 3
ご自身または一緒に避難する方は、
避難に時間がかかりますか？

STEP 2
自宅がある場所に
「土砂災害警戒区域」
「洪水浸水想定」
の色が塗られていますか？

災害の危険があるので、安全な場所
に避難する必要があります。

色が塗られていなくても、周りと比
べて低い土地や崖のそばなどにお
住まいの方は、市が発令する避難
情報を参考に必要に応じて避難し
てください。
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警戒レベル３が発令されたら
　①安全な場所にいる親戚や知人宅に避難
　　または
　②市が開設する避難所に避難

警戒レベル４が発令されたら
　①安全な場所にいる親戚や知人宅に避難
　　または
　②市が開設する避難所に避難

条件1　洪水により家屋が倒壊
または崩落してしまう
おそれの高い区域の
外側である。

条件２　浸水する深さよりも
高いところにいる。

条件３　浸水しても水がひくまで
我慢でき、水・食料など
の備えが十分にある。

【浸水想定区域にお住まいの方】
以下の条件をすべて満たす場合は
自宅に留まり安全を確保すること
も可能です。
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